












































表 iに示すように同一家屋居住が70.1%， 隠居所が29.6%を占めるが， このう

















室数につし 1ては， 1室であるのに対し， 25笠と大きく上ま
わる。
ける世幕数及び割合
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が83.4% に大きい{直を示す。なおこの中で、隠居所についてみると 2 そのうち 68.8絡が日
照， 通風とも づと言H函できる。次lζ居室の配置計画については， 南p 南東，












良い (%) 普通 (%) 悪い (%) 不明 (%) 
日 照 24 (44.4) 17 (3 1.5) 11 (20.4) 2 (3.7) 
採 光 28 (51.9) 20 (37.0) 4 ( 7.4) 2 (3.7) 
通 風 24 (44.5) 22 (40.7) 5 ( 9.3) 3 (5.5) 
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J 1 ;志 子
寝るだけの隠居所であるもの。 なし。)BについてはB1 に相当するものが2





これ弓の隠居所以敷地内の配置については，母家の南・南西が50%，東3 あ， Jtω 北京 12.5
郊である。但し， :lt.北京iとしてもその規模からみて居住環境の仁で問題はないので，
;恵まれているといえる。 16例中2例は，道を隔て，筋向かいに縫っ。 ζのうち 1例は設備スペ ス
カ涜備しているので問題は郎、が J例は浴室と台所を母家に依存レているので 9 現在は健康状態
が i普通」なので支障はないだろうが9 今後問題が起こる ζ とは予怨される。また，隠居所で、あり











表3 醸窟所で生活する老人の食事のとり方と 9 健康，年令，そ
N(l 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15 16 
健康状態本 l
年令
a b d 
??????? 。 b， b C I C b b d b b ??????
? ?
78 88 69I 6号 76 76 75 75， 71 81， 83 63 75 7'7 75 80 76， 69 74 
o 0 000 x x 0 000 0 0 0 0 
事本 3ig ム x g ム g g CQl ム O ムム g g g g 食
本 1a ; b;普通 C ; d; 寝たきり
本 20;あり x; なし








もおかしくないといえるしp 専業農家だけをみても，内と外の比率は 6: 1であることなどから?
住宅に対する意識が改善された結果とみる ζ とも可能のようである。専業農家で内便所使用でも
外 iζ もあるものは 6 例中 f7~， 残りは不明である。また外便所低明 8 世帯の老人の健康は



















'1， I普通」以上が7， r 1-ねたきり」で「 あるいは「手伝ってJ便所に行く Jが2例
である。
百 )[¥ 恵 子
便所と居室との距離
使用頻度が高いしp 冬，夜間の使用与を考えると ことである。平面図より判定
した結果を健康状態も加え したものを表5iこ示す。居室から直ちに行けヲ IC "短げ
が55.6労あり刃以ふつう n も含めると 81.5%であるのでp まあまあといえよう。“長い"の
どであるが，老人の乙れまでの生活憤習から s やめなければ江らないといっても

































縁の高さcm - 20 20 - 30 - 40 - 50 - 不明 計 (%) 
世帯数 10 24 10 5 4 54 
% 1.8 18.5 44.5 18.5 9.3 7.4 (100) 
使 楽 7 19 5 3 。35 (64.8) 
し、
勝 局い 。 2 4 4 2 。 1 2 (22.2) 




が考えられる。これらをみると，平均年令71.6歳，健康状態は， I普通jが66.7%， I病弱J16.6 



















能であるので問題はないと思われる。しかし， r個室要求の最も切実な理由が， R 好きなときに寝
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